
文
禄
の
役
と
吉
川
氏

播
 
 
磨
 
 
定

男

は
じ
め
に
一
高
野
山
所
在
の
吉
川
氏
関
係
史
料

 
和
歌
山
県
（
紀
伊
国
）
高
野
山
は
弘
法
大
師
空
海
開
創
に
よ
る
真
言
宗
の
根
本
道
場
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
般
に
石
造
物
二
十
万
基

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
た
く
さ
ん
の
五
輪
塔
や
石
仏
・
宝
筐
印
塔
・
板
碑
な
ど
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
で
も
高
野
山
倉
石
道
に
建

立
さ
れ
た
長
足
五
輪
卒
都
婆
は
夙
に
有
名
で
あ
り
、
板
碑
も
金
剛
界
大
日
種
子
バ
ン
を
顕
刻
し
た
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
銘
を
筆
頭
に

正
和
元
年
（
＝
二
＝
一
）
金
剛
界
四
方
仏
種
子
銘
な
ど
、
真
言
密
教
の
根
本
道
場
に
違
わ
な
い
古
遺
品
が
存
す
る
。

 
さ
て
、
本
稿
で
採
り
上
げ
る
吉
川
氏
に
関
係
し
た
史
料
は
、
前
記
正
和
元
年
銘
の
近
く
に
現
存
す
る
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
銘
の
五

輪
種
子
板
碑
で
あ
る
。
こ
の
遺
品
は
板
碑
と
し
て
特
別
の
造
形
や
意
匠
を
有
し
て
は
い
な
い
が
、
刻
銘
に
後
述
の
ご
と
く
「
芸
刀
朋
吉
川
云

々
」
「
高
麗
舟
中
□
唐
衆
合
戦
時
討
死
」
な
ど
と
興
味
あ
る
事
柄
が
記
さ
れ
て
い
る
。
板
碑
は
周
知
の
よ
う
に
、
中
世
末
期
に
は
そ
の
歴

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

史
的
使
命
を
終
え
て
日
本
史
上
か
ら
徐
々
に
姿
を
消
し
て
い
る
。
右
の
文
禄
三
年
銘
も
板
碑
と
し
て
は
終
末
期
相
当
遺
品
で
あ
り
、
造
形

的
に
は
何
等
気
を
止
め
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
が
、
刻
銘
に
よ
る
造
立
内
容
に
、
あ
る
歴
史
事
実
を
知
ら
せ
る
貴
重
な
記
述
が
存
す
る

の
で
あ
る
。

 
従
っ
て
、
こ
の
遺
品
に
対
し
て
は
早
く
か
ら
先
学
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
で
、
管
見
に
触
れ
た
も
の
だ
け
で
も
天
竺
正
男
氏
や
巽
 
三
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二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

郎
．
愛
甲
尊
崇
氏
な
ど
の
業
績
が
存
す
る
。
天
岸
氏
は
高
野
山
所
在
の
板
碑
九
基
を
紹
介
し
た
中
で
こ
の
文
禄
三
年
銘
に
も
言
及
さ
れ
、

銘
文
は
所
々
文
字
が
不
分
明
の
た
め
解
釈
が
難
し
い
と
し
た
上
で
、
人
名
の
吉
川
某
に
つ
い
て
は
『
身
自
鏡
』
の
作
者
玉
木
（
置
）
土
佐

守
吉
保
に
連
な
る
人
物
を
比
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
間
違
い
で
あ
り
、
こ
の
板
碑
を
「
高
麗
国
討
死
碑
」
と
称
し
な
が
ら
も
、

そ
の
具
体
的
な
様
相
や
意
義
に
つ
い
て
は
何
等
言
及
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
後
者
の
巽
・
愛
甲
両
氏
の
『
紀
伊
国
金
石
文
集
成
』
は
県
下

の
金
石
文
史
料
を
集
大
成
し
た
も
の
で
、
そ
の
全
容
を
知
る
上
に
禅
益
す
る
と
こ
ろ
大
で
は
あ
っ
て
も
、
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
遺
品
の

写
真
と
銘
文
が
主
で
あ
る
か
ら
、
文
禄
三
年
銘
板
碑
に
つ
い
て
学
問
的
照
射
が
及
ぶ
の
は
天
岸
氏
の
論
稿
以
来
実
に
二
十
四
年
ぶ
り
と
な

ろ
う
。

 
更
に
付
言
す
る
な
ら
ば
、
右
の
文
禄
三
年
銘
板
碑
は
わ
が
国
の
朝
鮮
国
出
兵
時
の
史
実
を
刻
む
の
み
で
な
く
、
そ
れ
が
岩
国
藩
吉
川
氏

に
直
接
関
係
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
、
日
本
史
を
研
究
す
る
上
に
二
重
の
史
料
的
価
値
を
有
し
て
い
る
。
灰
聞
に
よ
る
と
、
岩
国
市
で
は

市
制
施
行
六
十
周
年
を
記
念
し
て
平
成
十
二
年
に
は
『
岩
国
市
史
』
の
新
た
な
編
纂
を
予
定
し
て
お
ら
れ
る
由
、
本
史
料
が
県
外
に
所
在

す
る
吉
川
氏
関
係
史
料
と
し
て
地
元
の
歴
史
叙
述
に
活
用
さ
れ
る
機
会
も
そ
う
遠
く
な
い
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。

e
文
禄
三
年
五
輪
種
子
板
碑

 
板
碑
の
所
在
地
は
高
野
山
の
奥
の
院
で
、
玉
川
を
渡
り
弘
法
大
師
御
廟
に
向
か
う
道
路
右
側
の
一
隅
で
あ
る
。
周
辺
は
墓
地
に
区
画
さ

れ
墓
石
が
林
立
し
、
恰
度
こ
れ
ら
の
区
画
造
成
の
た
め
玉
川
畔
の
片
隅
に
追
い
や
ら
れ
た
よ
う
に
同
時
代
の
板
碑
が
数
基
雑
然
と
置
か
れ

て
お
り
、
そ
の
中
に
文
禄
三
年
銘
が
存
す
る
。
寄
せ
集
め
で
あ
る
か
ら
傾
斜
し
た
り
横
倒
・
前
倒
な
ど
格
好
は
様
々
で
あ
る
が
、
文
禄
三

年
置
は
高
さ
（
地
上
）
一
二
六
・
○
弛
．
、
幅
五
一
・
五
弛
．
、
厚
さ
二
〇
・
○
弛
．
の
花
響
岩
製
中
型
板
碑
で
あ
る
。
形
態
は
塔
頂
部
山
形
、

そ
の
下
に
幅
六
・
○
弛
．
か
ら
な
る
一
条
の
横
帯
を
有
し
、
塔
身
は
左
右
に
幅
七
・
○
弛
．
の
導
枠
を
浮
き
彫
り
し
て
い
る
。
整
形
板
碑
の
特
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色
で
あ
る
塔
頂
部
山
形
と
横
二
条
の
切
り
込
み
の
う
ち
、
後
者
の
二
条
の
突
帯
が
一
条
に
変
化
し
て
い
る
の
は
造
立
年
代
の
推
移
に
よ
る

も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

 
左
右
の
千
三
取
り
を
除
い
た
幅
三
七
・
五
靴
．
、
高
さ
（
地
上
）
一
〇
五
・
○
弛
．
の
塔
身
に
は
、
先
ず
上
部
に
直
径
一
三
・
○
袖
．
の
円
形

を
左
右
に
陽
刻
し
、
主
尊
に
は
キ
ャ
・
カ
・
ラ
・
バ
・
ア
の
五
輪
種
子
を
大
き
く
顕
刻
し
た
そ
の
下
に
、
三
行
に
わ
た
っ
て
次
の
銘
文
を

記
し
て
い
る
。

 
 
藝
刀
朋
吉
川
内
□
与
三
右
衛
門
尉
春
□
文
禄
三
岬
歳

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
欽

 
 
 
 
為
源
奄
麟
性
禅
定
門
 
 
 
 
施
主
又
平

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
言

 
 
於
高
麗
國
□
□
唐
衆
合
戦
時
討
死
 
正
月
二
十
六
日

文禄3年五輪種子板碑

三
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四

 
考
証
に
入
る
前
に
文
字
の
判
読
に
つ
い
て
註
記
す
る
と
、
前
記
『
紀
伊
国
金
石
文
集
成
』
は
一
行
目
の
第
六
字
を
「
縁
」
、
同
第
十
四

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
申

楽
を
「
禎
」
と
し
て
い
る
が
、
筆
者
の
手
拓
で
は
両
系
と
も
判
読
は
困
難
で
あ
る
。
た
だ
し
、
同
書
に
紀
年
銘
を
「
文
禄
三
年
歳
」
と
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
回

る
の
は
間
違
い
で
、
同
様
に
三
行
目
の
銘
文
を
「
於
高
麗
最
密
□
衆
唐
衆
合
戦
云
々
」
と
す
る
の
も
誤
り
で
あ
り
、
こ
の
機
会
に
訂
正
し

た
い
。

 
さ
て
銘
文
の
解
釈
で
あ
る
が
、
二
行
目
に
刻
さ
れ
た
源
蕎
麟
性
禅
定
門
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
、
又
平
な
る
人
物
が
施
主
と
な
っ
て
こ

の
板
碑
を
造
立
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
一
、
三
行
目
に
は
吉
川
内
□
三
右
衛
門
尉
春
□
が
高
麗
国
に
於
て
唐
衆
と
合
戦
し
討
死

し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
故
人
の
生
前
の
事
歴
・
死
因
を
述
べ
た
も
の
で
、
従
っ
て
被
供
養
者
の
源
奄
麟
性
こ
そ
は
吉
川
内

□
与
三
右
衛
門
尉
春
□
そ
の
人
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
紀
年
銘
の
文
禄
三
歳
（
歳
は
年
の
代
字
）
正
月
二
十
六
日
を
一
行
目
と
三
日
目
に
分

記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
こ
れ
は
施
主
の
又
平
が
板
碑
を
造
立
し
た
年
月
日
で
あ
っ
て
、
故
人
の
死
亡
日
で
は
な
い
。
又
平

は
源
蕎
麟
性
の
た
め
に
、
安
芸
国
か
ら
は
遠
く
離
れ
た
紀
伊
高
野
山
に
わ
ざ
わ
ざ
板
碑
を
建
立
す
る
ぐ
ら
い
で
あ
る
か
ら
、
両
者
の
親
密

性
は
当
然
予
想
さ
れ
る
が
、
い
ま
銘
文
か
ら
知
り
得
る
こ
と
は
、
文
禄
三
年
正
月
二
十
六
日
に
又
平
が
源
奄
賦
性
の
た
め
に
高
野
山
に
板

碑
を
造
立
し
た
こ
と
だ
け
で
あ
っ
て
、
源
苓
麟
性
即
ち
吉
川
内
□
与
三
右
衛
門
尉
春
□
は
如
何
な
る
人
物
か
、
ま
た
、
彼
が
討
死
し
た
高

麗
国
で
の
唐
衆
と
の
合
戦
と
は
何
を
指
す
か
な
ど
、
依
然
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
施
主
の
又
平
だ
け
で
は
手
懸
り
は
得
ら
れ
な
い
が
、
右

に
述
べ
た
被
供
養
者
が
判
明
す
れ
ば
、
又
平
の
出
自
は
も
ち
ろ
ん
両
者
の
関
係
も
自
と
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

 
な
お
、
「
吉
川
内
□
与
三
右
衛
門
尉
春
□
」
の
解
釈
に
つ
い
て
、
与
三
右
衛
門
は
仮
名
（
通
称
）
で
あ
り
、
春
山
は
本
人
の
実
名
と
考

え
ら
れ
る
。
問
題
は
「
吉
川
内
□
」
と
「
与
三
右
衛
門
尉
春
□
」
と
の
関
係
で
、
吉
川
を
春
□
の
名
字
と
す
る
か
、
或
い
は
春
□
は
吉
川

氏
に
連
な
る
人
物
と
解
す
る
か
は
、
今
の
と
こ
ろ
断
定
を
控
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
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口
吉
川
内
□
与
三
右
衛
門
尉
春
□
に
つ
い
て

 
銘
文
の
冒
頭
に
「
藝
易
吉
川
云
々
」
と
あ
る
よ
う
に
、
板
碑
が
造
立
さ
れ
た
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
は
吉
川
氏
の
岩
国
入
部
以
前
で

あ
る
。
岩
国
吉
川
氏
の
系
図
で
言
え
ば
、
元
春
は
秀
吉
の
九
州
征
伐
に
参
陣
し
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
小
倉
の
陣
中
で
死
去
、
ま
た

元
春
の
後
を
継
い
だ
元
長
も
翌
十
五
年
六
月
日
向
国
都
於
里
（
宮
崎
県
西
都
市
都
於
郡
町
）
で
病
死
し
て
い
る
か
ら
、
文
禄
三
年
時
点
で

の
吉
川
氏
当
主
は
元
春
の
三
男
で
兄
元
長
の
死
に
よ
り
家
を
継
い
だ
広
家
（
初
名
経
連
）
で
あ
る
。
彼
は
文
禄
三
年
の
六
年
後
、
つ
ま
り

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ケ
原
の
戦
直
後
に
、
出
雲
国
富
田
か
ら
周
防
国
岩
国
に
移
っ
て
く
る
が
、
板
碑
造
立
時
は
出
雲
国
富
田
十

四
万
石
の
領
主
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
銘
文
に
「
藝
湯
吉
川
云
々
」
と
あ
る
こ
と
と
齪
擁
す
る
。
し
か
し
、
岩
国
吉
川
氏
の
本
貫
が
安
芸

国
大
朝
本
荘
（
広
島
県
山
県
郡
大
朝
町
）
な
る
こ
と
は
周
知
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
事
実
を
芸
州
吉
川
云
々
と
表
記
し
た
と
考
え
れ
ば
論
証

の
防
げ
と
は
な
る
ま
い
。
問
題
は
そ
の
こ
と
よ
り
も
安
芸
吉
川
氏
の
血
脈
、
就
中
元
春
・
元
長
・
広
家
三
代
の
系
図
中
に
、
与
三
右
衛
門

生
白
□
な
る
人
物
を
見
出
し
得
る
か
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
い
ま
不
可
能
で
あ
る
た
め
に
、
吉
川
氏
の
血
脈
を
越
え
て
対
象
を
家
臣
ま
で
広

げ
、
仮
名
の
与
三
右
衛
門
（
尉
）
と
実
名
の
春
□
を
手
懸
り
に
被
供
養
者
に
迫
ろ
う
と
す
る
試
み
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

 
か
く
し
て
天
華
氏
は
、
毛
利
氏
の
家
臣
玉
木
土
佐
守
吉
保
の
著
と
い
わ
れ
る
『
身
自
主
』
（
天
和
三
年
）
に
「
玉
置
太
蔵
左
衛
門
、
与

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぞ
 

三
右
衛
、
四
郎
左
衛
門
と
云
□
是
は
子
孫
さ
へ
も
無
・
之
」
と
あ
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
、
「
玉
置
（
木
）
与
三
右
衛
門
」
な
る
人
物
を
文
禄

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
年
銘
板
碑
の
被
供
養
者
に
比
定
さ
れ
た
が
、
右
人
の
実
名
は
「
吉
政
」
で
あ
っ
て
春
窮
で
は
な
い
。
玉
木
氏
は
毛
利
氏
の
家
臣
で
あ
る

か
ら
時
に
は
吉
川
氏
の
旗
下
で
活
躍
す
る
こ
と
も
あ
り
、
吉
川
氏
と
の
関
係
を
全
面
的
に
は
否
定
し
得
な
い
が
、
右
の
玉
木
与
三
右
衛
門

吉
政
の
場
合
は
生
残
年
す
ら
不
詳
で
あ
る
上
に
、
彼
の
周
辺
に
は
板
碑
を
造
立
し
た
又
平
な
る
人
物
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
何

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

よ
り
も
仮
名
の
与
三
右
衛
門
を
手
懸
り
に
探
索
す
る
な
ら
、
玉
木
氏
以
外
に
も
「
蔵
田
与
三
右
衛
門
墨
田
」
（
慶
長
五
年
七
月
晦
日
死
）
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
内
藤
与
三
右
衛
門
尉
元
栄
」
（
元
和
八
年
死
）
な
ど
も
存
す
る
わ
け
で
、
い
ず
れ
も
毛
利
氏
家
臣
で
あ
る
が
板
碑
の
被
供
養
者
に
は
該
当

五
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し
な
い
。

 
と
こ
ろ
で
、
板
碑
に
刻
ま
れ
た
人
名
を
直
接
捜
し
出
す
と
い
う
手
法
は
し
ば
ら
く
措
い
て
、
吉
川
氏
の
先
祖
お
よ
び
分
脈
を
考
究
す
る

と
、
安
芸
国
大
朝
荘
を
本
拠
と
し
た
安
芸
吉
川
氏
以
外
に
も
同
族
の
存
す
る
こ
と
が
知
れ
る
。
吉
川
氏
は
藤
原
無
罪
家
の
一
支
流
で
、
駿

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
 

河
国
入
江
荘
吉
河
邑
（
静
岡
県
清
水
市
）
に
居
館
を
構
え
た
経
義
を
始
祖
と
す
る
。
在
地
名
に
よ
り
吉
川
氏
を
称
し
た
が
、
は
じ
め
は
吉

香
・
二
河
・
吉
河
な
ど
の
文
字
を
用
い
た
。
二
代
友
兼
は
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
鎌
倉
幕
府
に
叛
き
西
里
中
の
梶
原
景
時
一
族
を
倒
し

自
ら
も
戦
死
し
た
が
、
そ
の
功
に
よ
り
三
代
朝
経
は
播
磨
国
福
井
荘
（
姫
路
市
南
西
部
）
の
地
頭
職
に
補
任
さ
れ
、
ま
た
四
代
経
光
は
承

久
の
乱
の
戦
功
に
よ
り
安
芸
国
大
朝
本
荘
の
地
頭
職
を
与
え
ら
れ
て
、
五
代
嵩
高
の
と
き
要
害
で
肥
沃
な
こ
の
谷
盆
地
に
本
拠
を
移
す
こ

と
に
な
る
。
経
高
は
安
芸
吉
川
氏
の
始
祖
で
あ
り
、
そ
の
十
二
代
後
が
岩
国
に
入
部
し
た
広
家
で
あ
る
。

 
至
高
の
弟
た
ち
は
各
々
分
割
譲
与
の
所
領
に
根
を
お
ろ
す
こ
と
に
な
る
が
、
次
男
経
盛
は
播
磨
国
福
井
荘
、
三
男
経
茂
は
安
芸
国
大
朝

荘
内
鳴
滝
の
地
を
与
え
ら
れ
た
後
石
見
国
豪
族
永
安
氏
の
女
を
妻
と
し
て
石
見
吉
川
氏
の
始
祖
と
な
り
、
四
男
経
論
は
長
兄
経
膣
に
臣
従

し
て
大
朝
荘
内
の
境
・
田
原
・
竹
原
一
分
の
地
を
与
え
ら
れ
境
氏
を
称
し
た
。
五
男
の
経
時
は
駿
河
国
吉
河
邑
を
領
し
た
が
、
一
代
で
姿

 
 
 
 
 
 
 
 

を
消
し
て
い
る
。

 
従
っ
て
、
吉
川
氏
の
血
脈
を
調
べ
よ
う
と
す
れ
ば
、
嫡
流
の
安
芸
吉
川
以
外
の
庶
流
に
つ
い
て
も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
中
で
も

注
意
す
べ
き
は
播
磨
吉
川
と
境
氏
吉
川
の
両
系
統
で
あ
る
。
境
氏
吉
川
に
つ
い
て
は
前
述
の
ご
と
く
、
始
祖
の
経
信
は
長
兄
経
鼻
の
家
臣

と
し
て
仕
え
主
従
の
関
係
と
な
っ
た
の
で
、
同
じ
吉
川
姓
を
揮
り
居
所
の
地
名
に
よ
り
境
姓
を
名
乗
っ
た
。
ま
た
、
次
男
坊
盛
系
の
播
磨

吉
川
も
四
代
経
朝
ま
で
は
吉
川
姓
で
あ
っ
た
が
、
経
朝
・
師
経
の
兄
弟
は
と
も
に
安
芸
大
朝
本
荘
の
境
に
居
住
し
て
い
た
の
で
経
朝
の
後

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り
 

を
継
い
だ
五
代
師
経
か
ら
境
氏
を
称
し
て
い
る
。
た
だ
、
吉
川
氏
の
各
分
脈
は
人
名
に
代
々
「
経
」
を
通
気
と
し
て
付
け
、
実
名
か
ら
は

そ
の
実
態
を
把
握
で
き
な
い
が
、
播
磨
・
相
生
吉
川
と
も
十
二
代
頃
に
至
る
と
畳
字
に
代
わ
っ
て
「
春
」
字
を
付
け
た
実
名
が
頻
出
し
て

く
る
。
播
磨
吉
川
で
言
え
ば
十
二
代
経
綱
が
途
中
か
ら
春
通
と
名
乗
り
、
十
三
代
に
は
春
誠
（
春
信
）
も
い
る
。
一
方
境
氏
吉
川
の
場
合
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吉
川
氏
略
系
図

経
義
-
友
兼
-
朝
経
-
経
光

経
高
-
寺
井
-
経
秋
1
1
経
見
一
甲
信
-
之
経
-
経
基
-
国
土
一
元
経
-
興
経
一
元
春

（
安
芸
吉
川
）

 
 
 
 
 
 
元
長
1
1
広
家
1
（
下
略
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

経
盛
一
経
家
一
葦
景
1
1
経
朝
1
1
師
経
-
経
世
-
経
雄
-
経
敦
一
撃
為
i
経
賢
-
経
重

（
播
磨
吉
川
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
経
綱
1
1
春
誠
-
家
久
1
1
家
重
一
（
下
略
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

経
茂
一
経
任
一
経
世
-
経
氏
-
経
義
-
経
康
-
兼
祐
-
経
典
1
1
経
安
一
経
家
-
経
実

（
石
見
吉
川
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
正
実
-
正
両
-
正
倫
-
安
治
-
（
下
略
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

経
信
-
経
久
-
経
春
-
経
方
-
経
任
-
経
実
一
経
利
i
経
房
一
経
易
-
経
輝
-
経
貫

（
境
氏
吉
川
）
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経
時

（
駿
河
吉
川
）

 
 
 
 
 
 
 

春
度
1
1
家
正
1
（
下
略
）

一
養
子
関
係

七



八

は
十
二
代
に
斜
度
、
そ
の
傍
系
に
は
後
述
の
ご
と
く
春
行
・
春
時
・
春
久
・
春
心
・
春
忠
な
ど
と
名
前
を
連
ね
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
人
名
が
吉
川
氏
の
嫡
流
安
芸
吉
川
十
五
代
当
主
の
元
春
に
由
来
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
前
述
の
板
碑
銘
に
あ
る
吉
川
内
心
与
三
右

衛
門
の
実
名
春
□
も
、
文
禄
三
年
と
い
う
年
次
か
ら
し
て
彼
等
と
同
時
代
の
人
物
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

㊨
吉
川
氏
分
脈
の
系
図
・
譜
録
類

1995年12月 播磨定男：三三の役と吉川氏

 
そ
こ
で
、
右
の
事
実
を
確
認
す
る
た
め
吉
川
氏
分
脈
の
系
図
や
譜
録
を
求
め
て
岩
国
市
に
あ
る
岩
国
徴
古
館
を
訪
ね
る
と
、
同
館
に
は

吉
川
氏
が
家
臣
に
命
じ
て
各
家
の
系
譜
を
録
上
さ
せ
た
『
御
家
中
系
図
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
成
立
は
幕
末
の
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）

以
後
で
あ
る
が
、
そ
の
原
拠
と
な
っ
て
い
る
の
は
岩
国
藩
お
よ
び
各
家
に
伝
来
す
る
系
図
や
譜
面
等
で
あ
り
、
人
名
の
傍
ら
に
は
幼
名
・

通
称
・
受
領
名
、
そ
れ
に
生
残
年
・
年
齢
・
事
歴
な
ど
の
添
書
も
見
ら
れ
る
。

 
『
御
家
中
系
図
』
中
に
境
氏
吉
川
の
流
れ
を
汲
む
「
境
 
務
家
筋
」
系
図
が
あ
る
。
同
家
は
始
祖
経
信
か
ら
経
久
、
西
春
へ
と
続
く
境

南
吉
川
の
中
で
も
嫡
流
に
属
す
る
が
、
十
代
経
輝
に
は
経
俊
・
経
胤
の
二
人
の
弟
が
お
り
、
彼
等
は
独
立
し
て
家
を
起
こ
し
た
の
で
そ
の

庶
流
系
図
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
経
俊
の
後
を
継
い
だ
の
は
次
男
の
春
時
で
、
彼
は
幼
名
を
与
三
郎
、
通
称
を
「
与
三

右
衛
門
」
と
称
し
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
ま
た
、
正
時
の
事
歴
を
記
し
た
添
書
に
は
「
文
禄
二
年
正
月
廿
三
日
朝
鮮
三
州
江
南
ニ
テ
討

死
、
諸
所
軍
功
多
、
父
経
俊
ノ
家
相
続
討
死
跡
弟
之
春
久
二
家
筋
譲
」
と
、
彼
は
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
正
月
二
十
三
日
の
朝
鮮
国
披

 
 
 
 
 
ね
 

（
巴
）
州
江
南
で
の
戦
い
で
討
死
し
た
た
め
、
弟
の
春
久
が
家
を
継
ぐ
に
至
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
即
ち
、
春
里
の
通
称
と
事
歴
か

ら
し
て
、
彼
こ
そ
前
述
の
高
野
山
板
碑
に
あ
る
「
与
三
右
衛
門
尉
春
□
」
で
あ
っ
て
、
最
初
に
掲
げ
た
「
血
刀
加
吉
川
内
云
々
」
へ
の
疑
問

も
、
春
時
の
出
自
が
境
氏
吉
川
の
分
脈
に
位
置
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
自
と
氷
解
さ
れ
よ
う
。
そ
の
前
に
春
時
の
法
名
に
つ
い
て
、
吉
川

 
 
 
お
 

昭
夫
氏
所
蔵
の
『
系
譜
吉
川
』
お
よ
び
『
吉
川
家
先
祖
法
名
記
井
年
号
考
』
に
は
と
も
に
「
源
苓
林
鏡
」
と
あ
り
、
板
碑
銘
の
「
源
篭
麟
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御
家
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（
境
務
家
筋
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孫
七
郎

⑨
若
狭
守

経
 
易

永
禄
十
二
年

十
一
月
九
日
卒

 
孫
次
郎
 
左
衛
門
尉

⑩
美
作
守

経
 
輝

永
禄
三
年

五
月
十
四
日
卒

縣
軸

経
 
俊

⑪
孫
次
郎

経
 
貫

 
永
禄
三
年

二
月
六
日
卒
（
十
六
歳
）

慶
長
十
一
年

七
月
十
六
日
卒

麓
螂
允

経
 
胤

 
慶
長
十
九
年

 
六
月
十
三
日
卒

 
 
モ
 

春
 
行

 
（
事
歴
略
）

篁
禦
門

春
 
時

 
曾
弔
歴
略
）

 
若
狭
守

 
 
 
 
 
 
 

春
 
久

 
（
事
歴
略
）

錨
碑
衛
門

春
 
豊

 
（
事
歴
略
）

 
 
 
 
 
 
 

女
 
子

 
 
 
 
 
 
 

女
 
子

 
 
キ
 

⑫
左
衛
門
尉

春
 
度

孫
麟
守

 
勘
次
郎

⑬
志
摩
守

家
 
正

次
郎
左
衛
門

天
正
十
八
年

八
月
十
五
日
卒

寛
永
元
年

五
月
十
三
日
卒

（
境
 
省
太
郎
家
筋
）

（
境
 
七
郎
右
衛
門
家
筋
）

（
境
 
務
家
筋
）
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1995年12月 播磨定男 文録の役と吉川氏

一
〇

性
」
と
は
発
音
は
近
似
し
て
も
下
の
二
文
字
が
違
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
何
か
の
手
違
い
に
よ
っ
て
生
じ
た
偶
然
事
と
考
え
ら
れ
る
が
、
強

い
て
そ
の
起
因
を
探
れ
ば
、
安
芸
国
か
ら
は
遠
く
離
れ
た
紀
伊
高
野
山
に
板
碑
を
造
立
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
板
碑
の
製
造
は
も
ち

ろ
ん
高
野
山
か
そ
の
近
辺
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
こ
の
板
碑
の
形
式
・
意
匠
等
が
中
国
地
方
よ
り
は
近
畿
地
方
の
同
時
代
遺
品
と
特
色
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ
 

同
じ
く
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
れ
ば
十
分
で
あ
ろ
う
。

 
文
禄
三
年
銘
板
碑
の
考
証
の
中
で
閑
却
し
て
な
ら
な
い
の
は
こ
の
板
碑
の
造
立
者
「
又
平
」
の
存
在
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
又
平

と
称
し
た
の
は
春
時
の
討
死
後
壁
の
後
を
継
い
だ
弟
の
春
久
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
は
『
御
家
中
系
図
』
（
境
 
七
郎
右
衛
門
家
筋
）
に

「
春
久
／
又
平
、
若
狭
守
、
井
筒
女
之
助
」
と
あ
り
、
同
様
の
記
事
は
『
御
家
中
系
図
』
（
境
 
省
太
郎
家
筋
）
に
も
あ
る
。
又
平
即
ち

境
 
春
久
こ
そ
は
高
野
山
板
碑
に
「
施
主
又
平
／
欽
言
」
と
あ
る
ま
さ
に
そ
の
人
な
の
で
あ
る
。

万福寺跡地蔵像容板碑
（広島県世羅郡世羅町堀越）

高さ71，幅26，厚さ25（cm）

花商圏製 無紀年銘
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最
初
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
高
野
山
所
在
の
文
禄
三
年
銘
板
碑
は
被
供
養
者
の
源
奄
麟
性
こ
と
与
三
右
衛
門
尉
春
□
と
造
立
者
の
又
平

を
セ
ッ
ト
で
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
謎
が
解
け
る
。
い
ま
考
証
の
結
果
を
再
説
す
る
と
、
境
 
春
時
は
通
称
を
与
三
右
衛
門
と
称
し
、
文

禄
二
年
正
月
二
十
三
日
に
朝
鮮
国
披
州
江
南
で
討
死
し
法
名
を
源
苓
林
鏡
と
称
し
た
こ
と
、
春
時
の
豊
後
は
弟
の
春
久
が
後
を
継
い
だ

が
、
彼
は
通
称
を
又
平
と
称
し
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
該
件
の
高
野
山
板
碑
は
境
春
久
が
兄
春
時
の
死
を
悼
ん
で
そ
の
菩

提
を
弔
う
た
め
に
造
立
し
た
も
の
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

 
板
碑
の
被
供
養
者
が
境
 
日
時
と
判
明
し
た
上
で
、
再
び
銘
文
の
「
吉
川
内
□
与
三
右
衛
門
尉
春
□
」
の
意
味
お
よ
び
不
明
文
字
を
推

測
す
る
と
、
上
の
□
に
は
「
境
」
が
下
の
□
に
は
「
時
」
の
字
が
入
っ
て
、
「
吉
川
内
高
与
三
右
衛
門
誓
詞
時
」
と
書
記
し
た
も
の
と
す

れ
ば
最
も
妥
当
な
よ
う
に
考
え
る
が
、
上
の
字
を
「
衆
」
と
読
み
、
「
吉
川
内
字
与
三
右
衛
門
尉
春
時
」
と
解
す
る
余
地
も
残
さ
れ
て

い
る
。
何
分
筆
者
手
拓
に
よ
る
文
字
の
判
読
が
困
難
で
あ
る
た
あ
、
こ
れ
以
上
の
言
及
は
避
け
、
後
日
改
め
て
現
地
を
訪
ね
再
調
査
す
る

こ
と
に
し
た
い
。

四
朝
鮮
国
碧
蹄
館
の
戦

一204一

 
と
こ
ろ
で
、
境
 
春
画
の
死
亡
に
つ
い
て
板
碑
に
は
「
於
高
麗
國
□
馬
引
貫
合
戦
時
討
死
」
と
記
し
て
い
る
。
高
麗
は
＝
二
九
二
年
に

李
氏
朝
鮮
が
成
立
す
る
前
の
国
名
で
あ
り
、
唐
も
唐
朝
と
い
う
よ
り
は
当
時
の
中
国
（
明
朝
）
を
指
し
て
い
る
か
ら
、
戦
時
は
朝
鮮
国
に

お
け
る
明
盲
と
の
合
戦
で
討
死
し
た
の
で
あ
る
。
右
の
銘
文
は
そ
の
合
戦
が
朝
鮮
国
の
ど
こ
で
、
い
つ
行
わ
れ
た
か
の
具
体
的
記
述
を
欠

い
て
い
る
が
、
前
記
『
御
家
中
系
図
』
（
境
 
務
家
筋
）
に
は
「
文
禄
二
年
正
月
廿
三
日
朝
鮮
高
州
江
南
ニ
テ
討
死
」
と
あ
り
、
ま
た
、

同
（
境
七
郎
右
衛
門
家
筋
）
に
は
「
文
禄
二
年
巳
正
月
廿
六
日
甘
辛
且
且
討
死
」
と
記
し
て
い
る
。
合
戦
の
日
次
に
つ
い
て
は
「
正
月

廿
三
日
」
と
「
正
月
廿
六
日
」
の
二
宮
が
あ
っ
て
も
、
年
次
に
つ
い
て
は
と
も
に
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
で
あ
り
、
合
戦
場
所
に
関
し
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二

て
は
「
朝
鮮
国
憲
州
江
南
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
し
て
右
の
合
戦
が
わ
が
国
の
朝
鮮
国
へ
の
侵
略
、
即
ち
文
禄
の
役
（
壬

辰
倭
乱
）
で
の
出
来
事
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
頷
け
る
で
あ
ろ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
め
 

 
豊
臣
秀
吉
の
下
命
で
肥
前
国
名
護
屋
に
集
結
し
た
諸
大
名
は
、
い
よ
い
よ
文
禄
元
年
三
月
十
三
日
に
朝
鮮
国
へ
の
出
撃
と
な
っ
た
。
文

禄
の
役
の
開
始
で
あ
る
。
都
合
一
五
万
八
千
七
百
人
の
軍
勢
を
全
九
番
に
編
隊
し
、
一
番
隊
小
西
・
宗
軍
一
万
八
千
七
百
人
、
二
番
隊
加

藤
・
鍋
島
軍
二
万
二
千
八
百
人
と
続
く
中
に
、
吉
川
広
家
は
兵
五
千
人
を
引
き
つ
れ
て
七
番
隊
の
毛
利
鍔
元
軍
二
万
五
千
人
と
合
流
、
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

本
軍
は
釜
山
-
忠
州
-
漢
城
（
京
城
）
と
快
進
撃
を
続
け
、
五
月
二
日
に
は
漢
城
を
無
血
開
城
し
た
。
こ
れ
以
後
日
本
軍
は
加
藤
・
小
西

軍
の
二
手
に
分
れ
て
さ
ら
に
北
進
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
朝
鮮
国
に
お
い
て
は
李
舜
臣
が
水
軍
を
指
揮
し
て
反
撃
、
ま
た
、
朝
鮮
国
王
李

船
の
依
頼
に
よ
る
明
の
援
軍
も
到
着
し
て
平
壌
駐
留
の
日
本
軍
を
襲
う
な
ど
、
戦
況
は
ま
さ
に
一
進
一
退
を
き
わ
め
た
。

 
明
国
か
ら
の
第
二
次
援
軍
は
四
万
も
の
大
軍
で
、
大
将
李
如
松
に
率
い
ら
れ
た
軍
勢
は
同
年
十
二
月
に
鴨
緑
江
（
ア
ム
ノ
ッ
ク
川
）
を

渡
り
、
翌
文
禄
二
年
正
月
五
日
に
は
平
壌
の
小
西
軍
を
包
囲
し
た
た
め
、
小
西
軍
は
堪
ら
ず
漢
城
に
撤
収
し
た
。
小
西
軍
を
追
撃
し
て
漢

城
に
迫
ろ
う
と
す
る
明
軍
と
漢
城
に
集
結
し
た
日
本
軍
と
の
間
に
は
、
来
る
べ
き
決
戦
を
目
前
に
し
て
し
ば
ら
く
の
間
睨
み
合
い
が
続
く

が
、
宇
喜
多
秀
家
を
総
大
将
と
す
る
日
本
軍
は
漢
城
の
外
で
迎
撃
す
る
作
戦
を
立
て
、
そ
の
場
所
と
し
て
漢
城
の
北
方
約
二
十
キ
ロ
に
あ

る
碧
蹄
館
を
選
ん
だ
。
碧
笠
置
は
平
壌
・
義
州
へ
の
宿
駅
で
あ
り
、
そ
の
地
形
は
南
北
に
長
い
渓
谷
を
な
し
て
い
る
た
め
明
豊
の
包
囲
作

戦
は
不
可
能
ど
目
論
ん
で
の
こ
と
で
あ
る
。
両
軍
の
戦
闘
は
正
月
二
十
六
日
に
開
始
さ
れ
、
結
果
は
野
戦
を
得
意
と
す
る
日
本
軍
が
碧
蹄

館
で
細
長
く
な
っ
た
十
万
の
明
殻
を
撃
ち
破
り
、
李
如
松
は
平
壌
に
逃
げ
去
っ
た
。
こ
の
戦
の
勝
利
に
よ
っ
て
日
本
軍
は
そ
れ
ま
で
の
軍

事
的
劣
勢
を
挽
回
し
、
日
明
間
に
講
和
へ
の
機
運
が
持
ち
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
右
の
合
戦
の
中
で
文
禄
二
年
正
月
上
旬
の
両
軍
の
睨
み
合
い
か
ら
同
月
二
十
六
日
の
碧
斎
館
開
戦
に
至
る
ま
で
の
約
二
十

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ
 

日
間
の
様
子
が
不
詳
で
あ
る
。
小
西
軍
を
追
っ
て
漢
城
を
陥
れ
よ
う
と
す
る
明
軍
に
対
し
、
こ
れ
を
迎
撃
し
て
漢
城
を
死
守
し
よ
う
と
す

る
日
本
軍
と
の
間
に
は
、
決
戦
の
到
来
を
予
期
し
て
様
々
の
戦
略
が
め
ぐ
ら
さ
れ
る
の
は
当
然
で
、
そ
の
と
き
の
様
子
を
『
芸
侯
三
三
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誌
』
『
吉
田
物
語
』
等
に
よ
っ
て
詳
述
す
る
と
、
同
年
正
月
五
日
平
壌
の
小
西
軍
を
包
囲
し
た
明
軍
は
、
漢
城
に
向
け
て
敗
走
す
る
小
西

軍
を
追
っ
て
開
城
に
着
陣
し
た
。
こ
れ
に
対
し
漢
城
の
日
本
軍
は
連
日
諸
将
が
集
会
し
て
明
細
の
防
戦
策
に
つ
い
て
協
議
し
、
毎
日
物
見

張
番
を
出
し
て
警
戒
を
強
め
る
こ
と
に
し
た
。

 
正
月
二
十
五
日
は
宇
喜
多
秀
家
の
番
で
当
日
の
張
番
が
披
州
・
江
陽
辺
ま
で
行
っ
た
と
こ
ろ
、
薄
陽
の
坂
本
に
い
た
明
軍
の
伏
兵
に
急

撃
さ
れ
退
却
し
た
。
翌
二
十
六
日
は
小
早
川
隆
景
の
番
で
、
家
臣
の
井
上
五
郎
兵
衛
、
粟
屋
四
郎
兵
衛
、
桂
宮
内
少
輔
な
ど
三
千
余
人
に

立
花
宗
茂
の
配
下
千
人
置
が
加
わ
っ
て
出
掛
け
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
吉
川
広
家
は
翌
二
十
七
日
が
物
見
番
に
当
た
る
の
で
、
今
日
の
様

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子
を
見
計
ろ
う
と
し
て
福
富
与
右
衛
門
と
境
 
与
三
右
衛
門
の
二
人
に
鉄
炮
星
斗
余
人
を
添
え
て
遣
わ
す
こ
と
に
し
た
。

 
漢
城
よ
り
八
キ
ロ
ば
か
り
進
軍
し
た
所
で
敵
の
先
陣
百
余
人
が
馳
せ
来
て
立
花
勢
と
対
戦
、
立
花
勢
は
逃
走
す
る
敵
兵
を
追
っ
て
更
に

四
キ
ロ
ば
か
り
進
攻
す
る
と
、
江
陽
の
郷
中
に
立
錐
の
地
も
剰
さ
ず
充
溢
し
た
明
軍
の
本
隊
を
発
見
、
胆
を
冷
や
し
て
立
ち
辣
ん
で
い
る

と
こ
ろ
へ
福
富
・
境
の
両
名
が
駆
け
付
け
て
き
た
と
い
う
。
こ
こ
は
引
き
退
く
べ
き
と
福
島
・
境
の
両
人
は
退
却
し
た
が
、
途
中
で
立
花

勢
を
追
撃
し
て
き
た
明
軍
と
対
戦
す
る
羽
目
に
な
り
、
境
 
与
三
右
衛
門
は
衆
寡
敵
せ
ず
遂
に
討
死
し
た
の
で
あ
る
。

 
都
で
は
明
の
大
軍
に
よ
っ
て
立
花
勢
が
討
た
れ
、
味
方
難
儀
に
及
ん
だ
こ
と
を
う
け
て
即
刻
評
定
が
ひ
ら
か
れ
、
石
田
三
成
、
増
田
長

盛
、
大
谷
吉
継
の
三
奉
行
は
一
夜
陣
し
た
後
一
戦
す
べ
し
と
い
う
の
に
対
し
、
黒
田
長
政
、
吉
川
平
家
、
宇
喜
多
秀
家
は
即
刻
追
撃
を

主
張
、
後
者
の
意
見
に
従
っ
て
攻
撃
開
戦
の
結
果
は
日
本
軍
の
大
勝
利
に
帰
し
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
記
述
は
前
掲
『
御
家
中
系
図
』

（
境
 
七
郎
右
衛
門
家
筋
）
の
境
 
田
平
の
項
に
「
朝
鮮
国
御
退
治
之
時
圏
物
見
罷
管
理
二
大
明
之
勢
共
取
囲
ム
、
文
禄
二
年
巳
正
月
廿

六
日
於
朝
鮮
国
討
死
」
と
あ
る
こ
と
と
一
致
す
る
。

 
と
こ
ろ
が
、
す
で
に
紹
介
し
た
『
御
家
中
系
図
』
（
境
 
務
家
筋
）
の
境
 
二
時
項
に
は
「
文
禄
二
年
正
月
廿
三
日
朝
鮮
巴
州
江
南
ニ

テ
討
死
」
と
あ
り
、
春
時
の
死
去
は
前
述
の
碧
蹄
館
の
戦
が
あ
っ
た
文
禄
二
年
正
月
二
十
六
日
で
は
な
く
、
そ
の
三
日
前
の
正
月
二
十
三

日
で
あ
っ
た
こ
と
を
告
げ
て
い
る
。
四
神
は
甲
州
の
誤
記
で
、
開
城
と
漢
城
の
間
に
あ
る
川
州
郡
の
邑
名
で
あ
る
か
ら
も
ち
ろ
ん
漢
城
を

＝
二
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一
四

出
た
地
域
で
あ
り
、
討
死
と
あ
る
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
そ
れ
は
前
哨
戦
で
の
死
去
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
正
月
二
十
三
日
説
を
と

っ
て
い
る
の
が
他
な
ら
ぬ
『
陰
徳
太
平
記
』
で
あ
る
。
同
書
に
よ
る
と
、
漢
城
の
日
本
軍
は
明
軍
の
動
静
を
さ
ぐ
る
た
め
物
見
張
番
を
出

す
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
順
番
は
正
月
二
十
二
日
が
宇
喜
多
秀
家
、
二
十
三
日
は
小
早
川
隆
景
、
二
十
四
日
は
吉
川
広
家
で
、
問
題
の

吉
川
氏
家
臣
福
富
与
右
衛
門
、
境
 
与
三
右
衛
門
の
両
人
が
鉄
炮
隊
三
十
人
を
つ
れ
て
三
軍
の
偵
察
に
出
た
の
は
正
月
二
十
三
日
の
小
早

川
氏
当
番
の
日
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
物
見
の
途
中
で
碧
蹄
館
後
方
に
待
機
す
る
明
の
大
軍
を
発
見
、
退
却
の
途
次
立
花
軍
を
追
撃
中

の
明
弁
を
鉄
炮
で
迎
撃
し
た
が
、
境
 
与
右
衛
門
は
敵
兵
の
弓
矢
に
眉
間
を
射
ら
れ
て
落
馬
し
た
と
、
死
去
時
の
様
子
を
リ
ア
ル
に
記
述

 
 
 
 
 
 

し
て
い
る
。

 
右
の
『
陰
徳
太
平
記
』
の
記
述
を
前
記
『
芸
侯
三
家
誌
』
『
吉
田
物
語
』
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
全
体
的
ス
ト
ー
リ
ー
は
一
致
し
て
い

な
が
ら
双
方
の
軍
勢
や
右
に
述
べ
た
物
見
出
兵
の
日
付
な
ど
が
違
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
記
述
の
不
一
致
は
古
記
録
の
中
で
も
殊
に
戦
記
類

に
至
っ
て
は
よ
く
目
に
す
る
と
こ
ろ
で
、
右
の
場
合
も
そ
う
し
た
一
般
的
理
解
の
ま
ま
等
閑
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
し
か
し
記
述

の
不
一
致
は
単
に
事
件
の
端
末
的
な
問
題
に
止
ま
ら
な
い
。
即
ち
、
『
陰
徳
太
平
記
』
に
従
っ
て
正
月
二
十
三
日
に
福
富
・
境
の
両
人
が

物
見
に
出
兵
し
た
と
す
る
と
、
こ
の
直
後
に
展
開
さ
れ
る
碧
蹄
館
で
の
戦
は
果
た
し
て
い
っ
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
同
書
の
記
述
は
福

富
・
境
の
物
見
出
兵
と
立
花
軍
の
敗
退
に
日
を
措
か
ず
、
日
本
軍
本
隊
の
出
動
に
よ
る
明
殻
と
の
決
戦
と
い
う
書
き
順
に
な
っ
て
お
り
、

従
っ
て
、
碧
学
館
の
戦
も
文
禄
二
年
正
月
二
十
三
日
の
こ
と
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
の
が
石
田
三
成

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

か
ら
吉
川
広
平
に
宛
て
た
次
の
感
状
で
あ
っ
て
、
『
陰
徳
太
平
記
』
の
著
者
は
折
角
こ
の
古
文
書
を
本
文
に
引
用
し
な
が
ら
そ
の
日
付
を

「
文
禄
二
年
正
月
二
十
四
日
」
と
誤
読
し
た
た
め
に
、
宇
喜
多
・
小
早
川
・
吉
川
の
物
見
順
番
を
実
際
よ
り
も
三
日
繰
り
上
げ
、
福
富
・

境
の
物
見
出
発
と
境
の
討
死
を
正
月
二
十
三
日
と
記
し
た
の
で
あ
る
。
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昨
日
之
御
手
柄
無
是
非
次
第
候
、
仕
合
之
段
珍
重

存
候
、
以
参
錐
可
申
入
、
却
而
如
何
候
条
、
先
以
使
者

令
申
候
、
猶
面
拝
之
節
可
申
述
候
、
恐
々
謹
言

 
 
正
月
廿
七
日
 
 
 
 
 
 
 
三
成
（
花
押
）

吉
川
蔵
人
丞
殿

 
 
 
 
 
御
陣
所

徳山大学論叢

 
史
上
有
名
な
碧
選
管
の
戦
が
行
わ
れ
た
の
は
文
禄
二
年
正
月
二
十
六
日
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
戦
終
了
後
に
各
諸
将
に
宛
て
た
秀
吉
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

感
状
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
一
戦
に
自
ら
出
陣
し
そ
の
と
き
の
様
子
を
記
し
た
石
州
津
和
野
城
主
吉
見
氏
の
家
臣

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
 

下
瀬
七
兵
衛
尉
頼
直
の
『
朝
鮮
渡
海
日
記
』
も
遺
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
碧
蹄
館
開
戦
時
の
様
子
を
伺
う
と
、
こ
の
日
二
十
六
日
は
「
在

京
開
城
府
口
に
右
大
明
国
衆
唐
人
打
出
て
彩
敷
陣
取
の
間
、
就
中
中
外
の
日
本
諸
勢
段
を
作
り
不
残
打
出
四
五
萬
ほ
ど
に
て
大
開
有
之
、

一
先
手
柳
川
武
番
め
粟
屋
四
郎
と
も
に
隆
景
の
御
人
数
被
出
候
云
々
」
と
あ
り
、
一
番
手
の
柳
川
（
立
花
宗
茂
）
勢
の
出
陣
は
こ
の
日
高

刻
（
午
前
五
時
）
で
あ
っ
た
と
い
う
。
深
い
霞
の
中
を
進
軍
の
途
次
明
車
数
万
騎
と
戦
闘
に
な
り
、
堪
え
切
れ
ず
後
退
の
処
へ
後
続
の
軍

勢
が
駆
け
つ
け
て
日
本
軍
が
勝
利
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
か
ら
、
吉
川
氏
手
勢
の
福
富
・
境
の
物
見
出
兵
も
正
月
二
十
六
日
の
払
暁
で

あ
り
、
境
 
平
時
の
死
去
は
両
軍
の
本
格
的
な
戦
闘
が
開
始
さ
れ
る
ま
さ
に
そ
の
直
前
の
出
来
事
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
『
朝
鮮
渡
海

日
記
』
は
前
掲
の
『
芸
侯
三
家
誌
』
や
『
陰
徳
太
平
記
』
に
比
べ
全
体
的
に
は
記
事
が
簡
略
で
あ
る
が
、
現
地
で
の
戦
況
や
白
軍
の
武
具

に
言
及
す
る
な
ど
、
実
際
に
戦
地
に
赴
い
た
者
な
ら
で
は
の
特
長
を
有
し
て
い
る
。
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高
野
山
に
あ
る
五
輪
種
子
板
碑
は
、
又
平
こ
と
境
 
春
久
が
兄
春
節
の
死
を
悼
ん
で
造
立
し
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
板
碑
に

「
於
高
麗
國
□
□
唐
衆
合
戦
時
討
死
」
と
あ
る
朝
鮮
国
で
の
合
戦
は
、
実
は
文
禄
二
年
正
月
二
十
六
日
の
碧
並
置
の
戦
直
前
に
出
来
し
た

比
量
と
の
戦
闘
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
板
碑
の
紀
年
銘
に
「
文
禄
三
脚
歳
／
正
月
二
十
六
日
」
と
記
し
て
い
る
の
は
、
こ
れ

が
春
時
の
一
周
忌
で
の
造
立
供
養
で
あ
る
と
同
時
に
、
彼
の
忌
日
が
「
正
月
二
十
六
日
」
で
あ
る
こ
と
も
告
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
時
に
、
境
 
春
霞
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
記
述
の
『
御
家
中
系
図
』
や
彼
の
生
き
た
時
代
の
戦
記
類
に
よ
っ
て
略

 
 
 
 
 
 

面
す
る
と
、
春
時
は
境
氏
吉
川
の
十
代
経
輝
の
弟
経
俊
の
次
男
と
し
て
出
生
し
た
が
、
そ
の
年
次
は
不
詳
で
あ
る
。
病
身
の
兄
春
行
に
代

わ
っ
て
家
を
継
ぎ
、
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
に
始
ま
る
尼
子
氏
と
の
合
戦
に
出
陣
、
ま
た
同
十
一
年
（
一
五
六
八
）
筑
前
で
の
大
友
氏

と
の
合
戦
で
分
捕
の
功
、
翌
十
二
年
に
は
大
内
氏
再
興
の
旗
を
挙
げ
て
山
口
に
侵
入
し
た
大
内
輝
弘
を
、
防
府
茶
臼
山
に
攻
め
て
自
殺
せ

し
め
る
な
ど
の
戦
功
を
あ
げ
て
い
る
。

 
永
禄
年
間
と
い
え
ば
、
吉
川
氏
嫡
家
の
当
主
は
毛
利
家
か
ら
入
っ
た
十
五
代
元
春
で
あ
り
、
毛
利
氏
の
隆
盛
と
相
侯
っ
て
境
 
春
時
な

ど
も
元
春
・
元
長
父
子
の
旗
下
で
東
奔
西
走
し
た
が
、
数
あ
る
戦
功
の
中
で
も
勇
名
を
馳
せ
し
め
た
の
は
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
に
お

け
る
鳥
取
城
で
の
攻
防
で
あ
ろ
う
。
羽
柴
秀
吉
軍
の
鳥
取
城
攻
囲
に
対
し
、
吉
川
元
春
は
鳥
取
城
の
北
西
一
・
五
キ
ロ
に
あ
る
丸
山
城
の

加
番
と
し
て
境
 
長
時
を
差
遣
し
た
。
春
時
は
丸
山
城
に
籠
城
し
な
が
ら
も
、
羽
柴
方
の
城
明
け
渡
し
を
拒
否
し
て
敵
方
の
使
者
を
殺

害
、
さ
ら
に
は
敵
陣
へ
忍
び
出
て
大
将
の
藤
堂
確
報
と
槍
合
も
し
た
。
丸
山
城
籠
城
中
に
敵
方
か
ら
差
し
入
れ
ら
れ
た
言
言
に
対
し
、
返

礼
に
鉄
炮
の
弾
丸
と
火
薬
二
十
斤
を
板
台
に
の
せ
懸
勲
に
謝
礼
を
述
べ
る
な
ど
、
春
時
の
豪
勇
剛
胆
さ
は
周
囲
の
語
り
種
に
な
っ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
彼
の
気
質
は
時
に
は
禍
を
招
く
こ
と
に
も
な
る
わ
け
で
、
春
時
落
命
時
の
情
況
を
詳
述
す
る
と
、
物
見

に
出
た
福
富
・
境
の
吉
川
勢
は
明
の
大
軍
を
発
見
し
て
急
遽
退
散
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
と
き
春
時
の
家
人
某
は
「
境
殿
は
終
に
一
度
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も
敵
に
押
付
を
見
せ
給
な
ず
、
然
る
故
に
勇
の
名
も
諸
人
に
勝
れ
給
ひ
た
る
に
、
今
日
は
何
と
て
臆
し
て
敵
の
未
だ
懸
ら
ざ
る
先
に
引
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
 

給
ふ
や
」
と
言
っ
て
、
轡
を
取
っ
て
引
き
留
め
た
と
い
う
。
重
々
も
そ
の
場
は
一
旦
去
る
べ
し
と
て
退
却
を
始
め
た
が
、
途
中
立
花
勢
を

追
撃
し
て
手
前
に
や
っ
て
く
る
明
軍
を
相
手
に
一
戦
を
構
え
、
遂
に
討
死
し
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
戦
国
武
将
に
相
応
し
い
最
期
と
言
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。

 
春
時
の
残
後
は
三
男
の
春
久
（
又
平
、
若
狭
守
）
が
後
を
継
ぎ
、
翌
文
禄
三
年
に
は
兄
春
蚕
の
た
め
に
高
野
山
へ
板
碑
を
造
立
し
た

が
、
こ
の
春
久
も
ま
た
そ
の
後
武
者
修
行
と
称
し
て
家
を
出
る
こ
と
に
な
り
、
境
家
は
結
局
四
男
の
春
豊
（
宗
四
郎
、
七
郎
右
衛
門
）
が

継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
春
久
は
板
碑
の
造
立
者
で
も
あ
り
、
そ
の
事
歴
に
は
関
心
が
も
た
れ
る
が
、
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
の
大
友

合
戦
を
は
じ
め
そ
の
後
の
慶
長
の
役
に
名
前
が
登
場
す
る
の
み
で
あ
る
。
た
だ
し
『
御
家
中
系
図
』
（
境
 
七
郎
右
衛
門
家
筋
）
に
よ
る

と
、
春
久
は
日
頃
長
髪
で
頭
に
は
銀
（
か
ん
ざ
し
）
を
さ
し
、
歯
に
鉄
漿
を
付
け
る
な
ど
、
武
芸
は
達
人
で
あ
り
な
が
ら
奇
妙
な
格
好
を

し
、
名
前
も
井
筒
女
亭
助
と
称
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
「
吉
野
奥
居
住
シ
テ
干
今
有
子
孫
由
、
古
キ
系
譜
ニ
ア
リ
、
死
去
ノ
年
号
月
日
不

 
 
 
 
 
 
あ
 

詳
」
と
あ
る
が
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。

一198一

お
わ
り
に

 
高
野
山
に
あ
る
文
禄
・
慶
長
の
役
に
関
す
る
史
料
と
い
え
ば
、
薩
州
島
津
義
弘
・
家
久
（
忠
恒
）
父
子
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
慶
長
四

年
（
一
五
九
九
）
銘
の
笠
塔
婆
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
文
禄
後
の
慶
長
の
役
に
出
陣
し
た
島
津
氏
が
明
・
朝
鮮
の
連
合
軍
を
窪
川
に

破
っ
て
大
功
を
あ
げ
、
そ
の
と
き
の
敵
味
方
戦
死
者
を
供
養
す
る
た
め
に
造
立
し
た
も
の
で
、
石
造
物
の
規
模
も
基
礎
上
三
六
三
弛
．
と
大

き
い
。
こ
れ
に
対
し
本
稿
で
紹
介
し
た
文
禄
三
年
銘
の
五
輪
種
子
板
碑
は
、
内
容
が
同
じ
朝
鮮
国
で
の
出
来
事
を
記
し
な
が
ら
も
、
造
立

者
が
無
名
に
近
い
人
物
と
あ
っ
て
規
模
も
小
さ
く
、
後
世
に
お
い
て
も
人
々
か
ら
注
目
さ
れ
な
い
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

一
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一
八

 
し
か
し
、
こ
の
板
碑
の
歴
史
史
料
と
し
て
の
価
値
は
決
し
て
急
く
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
銘
文
に
碧
羅
館
で
の
前
哨
戦
で
討
死
し

た
吉
川
氏
家
臣
の
名
前
を
刻
ん
で
い
る
こ
と
の
み
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
で
は
な
い
。
境
春
時
だ
け
で
な
く
福
富
与
右
衛
門
も
明
軍

の
動
静
を
探
ろ
う
と
し
て
物
見
に
出
て
、
退
却
の
途
次
災
難
に
遭
遇
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
『
芸
侯
三
家
誌
」
を
は
じ
め
諸

書
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
戦
記
類
は
事
件
の
発
生
か
ら
は
遠
く
離
れ
た
江
戸
時
代
に
編
纂
さ
れ
て
い
る
た
め
、
記

事
の
出
入
や
年
次
・
人
名
誉
に
誤
記
が
あ
っ
て
は
な
は
だ
信
愚
性
を
欠
い
て
い
る
。
従
っ
て
、
私
た
ち
が
こ
れ
ら
を
使
っ
て
歴
史
叙
述
を

す
る
場
合
は
、
依
拠
す
る
書
名
を
最
初
に
提
示
す
る
こ
と
を
通
例
と
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
に
至
っ
て
は
よ
り
信
頼
で
き
る
史
料
が
存
し

な
い
限
り
、
真
偽
を
吟
味
で
き
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

 
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
文
禄
三
年
銘
板
碑
の
よ
う
な
実
物
・
根
本
史
料
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
考
証
の
結
果
は
、
こ
れ
に
関
係
し

た
戦
記
類
の
史
料
価
値
を
吟
味
す
る
機
会
を
提
供
す
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
吉
川
氏
配
下
の
福
富
・
境
の
両
人
が
物
見
に
出
た
の
を
文

禄
二
年
正
月
二
十
三
日
と
す
る
『
陰
徳
太
平
記
』
の
記
述
は
間
違
い
で
あ
っ
て
、
『
芸
侯
三
家
誌
』
『
吉
田
物
語
』
の
同
年
正
月
二
十
六
日

説
が
正
し
い
と
い
え
よ
う
。
ま
た
恰
度
こ
の
正
月
二
十
六
日
に
は
朝
鮮
国
碧
蹄
館
に
お
い
て
日
本
軍
と
明
軍
と
の
間
に
戦
闘
が
展
開
さ
れ

た
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
え
ば
、
右
の
福
富
・
境
に
率
い
ら
れ
た
物
見
隊
と
明
軍
書
諸
隊
と
の
武
力
衝
突
は
、
史
上
有
名
な
碧
函
館
合
戦
の

発
端
で
あ
っ
た
こ
と
も
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

 
と
か
く
合
戦
や
戦
乱
と
い
え
ば
、
部
将
や
大
将
ク
ラ
ス
の
人
物
名
と
戦
績
が
喧
伝
さ
れ
、
結
局
は
そ
れ
ら
が
歴
史
に
名
を
留
め
る
こ
と

に
な
る
が
、
他
地
方
で
の
こ
と
は
と
も
あ
れ
吉
川
氏
の
地
元
岩
国
市
に
お
い
て
は
、
古
史
等
に
吉
川
吉
家
の
活
躍
と
併
せ
彼
に
従
っ
た
家

臣
の
動
き
も
叙
述
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
際
本
稿
が
少
し
で
も
役
立
て
ば
幸
甚
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
平
成
七
年
九
月
二
十
二
日
稿
）

一197一



第44号徳山大学論叢

註（
1
）
播
磨
定
男
著
『
中
世
の
板
碑
文
化
』
（
東
京
美
術
、
平
成
元
年
）
一
五
三
頁
。

（
2
）
天
界
正
男
「
上
院
の
板
碑
類
一
見
（
上
）
」
（
『
史
 
と
美
術
」
四
一
一
号
、
昭
和
四
十
六
年
）
。
巽
 
三
郎
・
愛
甲
牛
馬
編
者
『
紀
伊
国
金
石

 
文
集
成
』
（
熊
野
速
玉
大
社
、
同
四
十
九
年
）
。
な
お
、
天
岸
里
の
論
稿
に
よ
る
と
、
こ
の
板
碑
の
計
測
値
と
拓
影
は
水
原
尭
栄
著
『
高
野
山
金

 
石
図
説
・
上
』
に
よ
っ
て
、
す
で
に
紹
介
さ
れ
た
旨
記
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
米
原
正
義
校
注
『
戦
国
期
中
国
史
官
撰
』
（
マ
ツ
ノ
書
店
、
昭
和
六
十
二
年
）
五
六
五
頁
。

（
4
）
山
口
県
文
書
館
編
『
萩
藩
閥
閲
録
」
第
二
巻
、
八
二
一
二
頁
。

（
5
）
同
右
第
三
巻
、
三
七
三
頁
。

（
6
）
同
右
第
四
巻
、
九
二
頁
。

（
7
）
『
国
史
大
辞
典
』
第
四
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
十
九
年
）
一
五
〇
頁
。
宮
川
秀
雄
著
『
吉
川
氏
五
流
」
（
中
国
プ
リ
ン
ト
社
、
平
成
元
年
）
。

（
8
）
右
掲
『
吉
川
氏
五
流
』
。

（
9
）
同
右
、
九
頁
。

（
1
0
）
同
右
、
六
六
頁
。

（
1
1
）
元
春
は
実
名
の
一
字
を
家
臣
に
与
え
、
主
従
関
係
を
緊
密
に
し
た
も
の
と
考
え
る
。

（
1
2
）
板
碑
銘
に
は
高
麗
国
云
々
と
あ
る
が
、
高
麗
か
ら
朝
鮮
に
国
名
が
変
わ
っ
た
の
は
一
三
九
二
年
で
あ
る
か
ら
、
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
時

 
点
で
は
朝
鮮
国
が
正
し
い
。
ま
た
、
披
州
江
南
は
臨
津
江
（
イ
ム
ジ
ン
川
）
の
南
方
を
指
し
て
い
る
。

（
1
3
）
境
氏
吉
川
の
後
商
は
二
十
二
代
務
氏
の
明
治
に
入
っ
て
吉
川
姓
に
復
し
て
い
る
。
現
当
主
の
昭
夫
氏
は
務
の
玄
孫
で
あ
る
。

（
1
4
）
広
島
県
で
も
同
時
代
に
富
商
岩
盤
板
碑
は
造
立
さ
れ
て
い
る
が
、
主
尊
に
弥
陀
や
地
蔵
の
温
容
を
陽
刻
し
、
形
態
的
に
は
退
化
・
小
形
化
し

 
た
遺
品
が
多
い
。

（
1
5
）
前
掲
『
萩
藩
閥
閲
録
』
第
一
巻
、
二
二
七
頁
。
池
内
 
宏
著
『
文
禄
慶
長
の
役
」
正
編
第
一
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
六
十
二
年
復
刊
）
一
一
二

 
〇
頁
。

（
1
6
）
同
右
、
第
一
巻
、
二
二
八
頁
。

（
1
7
）
岩
国
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
岩
国
市
史
』
上
巻
（
昭
和
四
十
五
年
）
一
九
五
頁
。

（
1
8
）
『
芸
侯
三
家
慈
』
（
歴
史
図
書
社
、
昭
和
五
十
五
年
）
六
七
四
頁
。
『
吉
田
物
語
』
下
巻
（
長
周
叢
書
、
明
治
三
十
一
年
）
三
七
頁
。

一
九
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二
〇

（
1
9
）
『
陰
徳
太
平
記
』
下
巻
（
芸
備
風
土
研
究
会
、
昭
和
四
十
八
年
）
六
〇
四
頁
。

（
2
0
）
『
吉
川
家
文
書
之
一
』
（
『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
第
九
）
九
六
頁
。

（
2
1
）
小
早
川
隆
景
、
小
早
川
秀
包
、
立
花
宗
茂
、
高
橋
直
次
宛
の
秀
吉
朱
印
状
は
「
去
正
月
廿
六
日
大
明
人
数
都
辺
寄
来
庭
云
々
」
と
、

 
言
が
記
さ
れ
て
い
る
。
（
前
掲
『
萩
藩
閥
閲
録
』
第
一
巻
、
二
一
二
五
頁
）
。

（
2
2
）
『
防
長
史
学
』
特
輯
号
■
（
防
長
史
談
会
、
昭
和
九
年
）
所
収
。

（
2
3
）
『
吉
川
家
文
書
』
別
集
（
『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
第
九
）
一
五
六
頁
。
そ
れ
に
前
掲
『
芸
侯
三
叢
誌
』
『
陰
徳
太
平
記
』
な
ど
。

（
2
4
）
前
掲
『
陰
徳
太
平
記
』
下
巻
、
六
〇
三
頁
。

（
2
5
）
『
御
家
中
系
図
』
（
境
 
七
郎
右
衛
門
家
筋
）
。

同
じ
文
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〈
付
記
V

 
吉
川
氏
関
係
の
史
料
調
査
で
は
岩
国
市
の
吉
川
昭
夫
氏
を
は
じ
め
岩
国
徴
古
館
、
市
立
図
書
館
、
普
済
黒
影
の
御
協
力
を
い
た
だ
い

た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
ま
た
、
本
稿
は
岩
国
市
民
大
学
「
歴
史
講
座
」
（
岩
国
市
教
育
委
員
会
主
催
、
平
成
五
年
度
）

で
話
し
た
内
容
に
後
日
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
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